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新版『資本論』第2部講座 

第５回講義：資本はどのように循環するのか  

第1篇 資本の諸姿態とそれらの循環  

第1章 貨幣資本の循環 第2章 生産資本の循環 

 

主催：千葉県学習協会 

日時：2024年１月21日（日）午後1時～5時 

ところ：千葉県自治体福祉センター 

            講師：萩原伸次郎（横浜国立大学名誉教授） 

 

第２部 資本の流通過程 

第１篇 資本の諸変態とそれらの循環 

第１章 貨幣資本の循環 

貨幣資本の循環を表す式： ''.......... GWPWG   

 第一段階 Ｇ－Ｗ 商品、労働力の購買 

 第二段階 Ｐ 生産的消費 

 第三段階 Ｗ′―Ｇ′商品の販売 

 

資本がそのさまざまな段階で身につけるさまざまな形態が、今や当面の研究対象となる。 

条件① 商品は価値どおりに販売される 

 ② 循環過程中の価値変動ナシ 

 

第１節 第１段階、 WG   

 mPAWG ,    労働力と生産諸手段の購入 

労働力の日価値＝3 マルク、5 時間労働の生産物であったとしても、例えば、これは、

１０時間労働の賃金＝３マルクとして現れる。５０人の労働者と契約したとすれば、５

００労働時間のうち250労働時間が剰余労働、 

 ここでなぜか、マルクがポンド（￡）に表示が変わる。 

￡４２２＝￡５０（50人の労働者の週賃金）＋￡372（生産手段に支出） 

1週6労働日とすれば、3000労働時間＝1500剰余労働時間+1500必要労働時間 

 mPAWG ,  が完了すれば、貨幣資本は、生産資本 P という状態になる。貨幣資本

の生産資本への転化 

GPPA m  という関係が成立する。 

「ここでまず、第一に考察される循環の図式では、貨幣は、資本価値の最初の担い手と

して現れ、したがって、貨幣資本は、資本の前貸しされる形態として現れる」（新版⑤

55㌻、新書版⑤50㌻、原文34㌻）  
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貨幣の機能→一般的購買手段、支払い手段(労働力の購買、生産手段の注文の場合) 

 

G－Aは、労働者側からみるとA－Gであり、A－G－Wとなり、貨幣は媒介者。 

G－A には、剰余労働の約定がなされる契約ではなく、労働が労賃の形態で購買される

ということ。他のどの商品の売買と同時に見える。 

 

しかし、G－A には、買い手は生産手段を持つ資本家であり、売るほうは、生産手段を

持たない労働者であることが前提されている。(新版⑤59～60㌻、⑤54㌻、原文37㌻) 

 

労働者が生産手段から分離されることがどのようにして起こるかはここでは論じない。

前提である。 

 

貨幣資本把握の二つの誤り①「資本価値が貨幣資本として果たす――そして資本価値が

貨幣形態であるからこそ果たしうる――諸機能が、誤って資本価値の資本性格からみち

びきだされる」②「その逆に、貨幣機能を同時に一つの資本機能にする貨幣機能の独自

な内実が貨幣の本性から導き出される(それゆえ貨幣が資本と混同される)」(新版⑤61㌻、

新書版⑤56㌻、原文38㌻)。 

 

奴隷の売買は、奴隷制がなければ存在しない。自己の労働力を販売するという行為は、

生産手段と労働力との分離が前提とされる。 

  

「したがって、ここで  mPAWG , という行為の基礎になっている事実は分配である。

といっても、消費諸手段の分配という普通の意味での分配ではなく、生産の諸要素その

ものの分配であって、これら諸要素のうち、対象的諸要因は一方の側に集中しており、

労働力はそれと切り離されて他方の側にある」（新版⑤62㌻、新書版⑤57ページ） 

 

ロシアの土地所有者の不平 かれらは農民解放の結果、農奴的強制労働の代わりに賃労

働を使って農業を営んでいる。 

①貨幣資本の欠乏 しかしもっと特徴的なのは、②労働力がない。村落共同体に縛られ

て自由な労働者が存在しない。 

 

「こうして、貨幣資本の循環をあらわす定式G－W…P…W'－G’が、すでに発展した資

本主義的生産の基礎上で飲み、資本循環の自明な形態であることは、おのずから明らか

である」(新版⑤64㌻、新書版⑤59㌻、原文39㌻)。 

 

第２節  第２段階、生産資本の機能 

第1段階の直接的結果は、貨幣形態で前貸しされた資本価値の流通の中断である（新

版⑤65㌻、新書版⑤59㌻、原文40㌻）→つまり、資本の生産段階に入りこむというこ

と。 
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 PPAWG m ......,   この点線は、資本の流通が中断され、生産部面に入り込むが、資

本循環過程は継続していることを示す。 

 

G－A。賃労働者の前提、賃労働者は、生活物資を購入し、生活する、そのためには、

商品生産が生産の一般的形態になっていなければならない。G－A の発達と同時に、G

－Pｍ、生産手段の生産と商品生産の発達を前提。 労働者と生産手段は結合されなけ

ればならない。 

 

「この資本主義的生産過程の本性は、本書の第1部で詳しく説明された」（新版⑤68㌻、

新書版⑤63ページ） 

 

￡372の生産手段+￡128の新価値(労働力価値分￡50を含む)=￡500の１万重量ポンド

の糸（20重量ポンドの糸=￡１） 

 

 

第３節  第３段階、 '' GW   

「商品は、すでに価値増殖された資本価値の、直接に生産過程そのものから生じた機能

的定在形態として、商品資本となる」（新版⑤70㌻、新書版⑤65㌻、原文43㌻） 

 

'WWW   ￡422(￡372+￡50)+￡78=￡500 78／50＝1.56 156％の搾取率 

第3段階は、剰余価値を含んだ商品資本が貨幣資本へ転化する過程である。 

    gGwWPPAWG m  ..........,   

「第一段階で、資本家は使用財を本来の商品市場及び労働市場から持ちさる。第三段階

では、かれは、商品を投げ返す――ただし、ただ一つの市場、本来の商品市場にだけで

ある」（新版⑤75㌻、新書版⑤70㌻、原文46㌻）。 

 

貨幣形態から始まった循環が最初の貨幣形態に戻る。 

 

ここで注意すべきこととマルクスは言う。 

資本価値 W にとっては、上記のプロセスで、最初の貨幣形態 G に戻るのだが、新し

く生み出された剰余価値 w は、貨幣形態 g への最初の転化である。貨幣資本が出発で

あり、また再び戻るからから貨幣資本の循環と呼ばれる。（新版⑤79㌻、原文49㌻） 

 

貨幣資本の復帰は、増額して復帰しているという点が重要。 '......GG は、最初の￡422

が￡500に増額されており、しかも、その形成過程は消え去っている。「資本関係の没概

念的表現」(新版⑤82 ㌻、新書版⑤77 ページ)といわれるゆえん。「資本主義的生産過程
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のあらゆる痕跡は消滅してしまっている」（新版⑤86㌻、新書版⑤81ページ）のだ。 

 

第４節 総循環 

貨幣資本の循環は、資本の一般的定式 'GWG  に含まれる。 

 

総運動G－W…P…W―Gの検討 

貨幣資本―商品資本・・・生産資本・・・商品資本―貨幣資本という循環であり、この

資本を産業資本という。産業資本の産業とは、「資本主義的に経営されるどの生産部門を

も包含する」（新版⑤89㌻、新書版⑤84ページ）これら3つの資本形態は分離されて自

立した存在ではなく、これら3つの機能形態を次々ととるのである。 

 

この循環で、第1段階が停滞すれば、蓄蔵貨幣が発生し、第3段階が停滞すれば、売れ

残りが出るだけの話。さらに、この段階では、固定資本、流動資本という概念がまだ出

てこないので、前貸し不変資本￡372 のなかには、建物、機械の摩損分は、計算されて

入っているのだ。また、輸送業の定式は、生産過程そのものが支払われ消費されるので、 

 '....., GPPAWG m  となるだろう。 

輸送業に類似するものとして、マルクスは、報道、手紙、電信を挙げており、上述の産

業資本の規定だと、近代的農業も入る。これは私見だが、マルクスが現代に生きていた

ならサービス産業のかなりのものは、産業資本となるだろう。 

 

貨幣資本循環の他循環との比較的考察 

① この循環は、金儲けを率直に表す。 '...GG  

② 生産段階は、循環の中断として現われ、致富そのものが生産の自己目的となる。 

③ 貨幣資本が貨幣を生む貨幣として表現される。 

④ 貨幣に戻るので再び同じ循環を開始することができる。（新版⑤95～98 ㌻、原文

62～64㌻）。 

貨幣資本の循環は、産業資本の循環の最も一面的な、推進動機―――価値増殖、金儲け

が一目瞭然に表現されている。 

 

重金主義は、没概念的形態 'GWG  の表現、重商主義は、 ''...... GWPWG  であり、

商品流通だけでなく、商品生産も必要な要素として入る。 

 

この貨幣資本循環は、それ自身他の形態を指し示す。 

① 生産過程を資本の機能として想定する。 

② 貨幣資本循環の繰り返しは、Gを消失させ、Pに席を譲る。 

③ ......''......''...... PWGGWPWGGWPWG   

貨幣資本循環が終わらないうちに生産資本循環がはじまり、その後に、すぐ商品資

本循環がはじまっている。 

④ G―W は、この個々の資本が経過する最初の生産過程の、準備局面、先駆だから、
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生産過程によって条件づけられている。絶えず更新するP…Pの循環を想定する。（新

版⑤102～104㌻、原文67～68㌻）。 

 

 

第２章 生産資本の循環 

生産資本の循環の一般的定式： PWGWP ...''...   意味するところは、再生産。 

 

生産資本の再生産 特徴①生産から始まり、生産で循環を閉じる。本来の流通が継続す

る再生産の媒介となる。 

           ②資本の循環ではなく、流通は単純な商品流通の様式である。 

 

第１節 単純再生産 

両極 P…P の間で流通過程において行われる WGW  '' を考察すると、生産資本の単純

再生産か、拡大再生産か、で議論が異なる 

生産資本の単純再生産をまず検討。 


w

PAW

g

G
G

w

W
W

m,
''




















 

'W は、1万重量ポンドで、価値は、￡500の糸 

Wは、8440重量ポンドで、価値は、￡422の糸 

wは、1560重量ポンドで、価値は、￡78の糸→ wg  となりこの循環から抜け落ちる。 

① 商品資本が実現されることにより、資本価値と剰余価値が分裂する 

② gは、資本家の収入として支出される。 Gは、資本価値として循環に沿って運動

する。 

③ 循環の内部にあるうちに資本価値そのものに変化の可能性、資本価値は最初より増

加するといっている。しかし、ここでは、資本価値は変化しないとして議論してい

るはずであり、単純再生産を論じているのだから、理解に苦しむ。 

 

W－G－W、w－g－wという流通は、資本主義的生産は消費目的に行われるという俗流

経済学の考えを生み出す。資本家の個人消費の流通は、費用のかからないw、つまり剰

余労働の体現であることをお忘れなきよう。(新版⑤113 ㌻、新書版⑤109 ㌻、原文 74

㌻) 

「俗流経済学が、資本の循環に入り込まないこの流通――価値生産物のうち収入として

消費される部分の流通――を資本の特徴的循環であると称するのは、その愚かさを特徴

づけるものである」(新版⑤115㌻、新書版⑤110㌻、原文75㌻) 

第二局面、  mPAWG , について 

① 貨幣資本Gは、生産資本の貨幣形態への転化として現われる。前の規模、同じ労働
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力の購入生産手段の購入(新版⑤１１６㌻、新書版⑤112～113㌻、原文7５～７６㌻) 

 

② 貨幣資本の資本としての定在は、この運動では消えうせる。単なる流通手段、ある

いは支払い手段(新版⑤118～119㌻、新書版⑤114㌻、原文77㌻)。 

 

 

③ 貨幣資本は、商品資本の生産資本への再転化を媒介する(新版⑤119㌻、新書版⑤114

～115㌻、原文77～78㌻)。 

 

P…W'－G'－W…P では、「貨幣形態はここでは、資本の消え失せる(一時的な)自立的な

価値形態としてだけ現れる」(新版⑤120㌻、新書版⑤116㌻、原文78㌻)。 

 

 

   

単純再生産の場合における生産資本循環の明細な形態 

 

 

 

「生産物が販売される限り、資本主義的生産の立場から見れば、万事は規則正しく進行

する。・・・・剰余価値の生産、それとともに資本家の個人的消費もまた増大し、再生産

過程全体は繁栄を極めた状態にありうるが、それにもかかわらず、諸商品の一大部分は、

外観上消費に入っているにすぎず、現実には売れずに転売人たちの手中に滞積し、した

がってまだ市場にあるということがありうる」(新版⑤124㌻、新書版⑤120㌻、原文81

㌻)。 

販売に次ぐ販売は、外観上の消費によって引き起こされる→支払期限の到来→貨幣の必

要→販売合戦、商品を貨幣に転化する全体的必要→恐慌、「恐慌は、消費的需要の、個人

的消費のための需要の、直接の減少ではなく、資本と資本との交換の、資本の再生産過

程の、減退において、目に見えるようになる――」(新版⑤125㌻、新書版⑤120㌻、原

文81 ㌻)。マルクスの時代の経済恐慌は、商品販売の世界的拡大→商品貿易の世界的拡

大が、限界に達し、最終的には売れずに終わった商人の支払い不能が要因だった。 

 

Gの一部はG－Wという行為を達成するが、他の一部は残る→残りは、蓄蔵貨幣という

ことであり、「非自発的蓄蔵貨幣の形成」「遊休的潜在的な貨幣資本の形態をとる」→恐

慌につながる。 

 

第２節 蓄積、および拡大された規模での再生産 

生産過程を拡大するには、追加資本はそれなりの大きさを持たねばならないから、剰余

価値は、とりあえず蓄蔵貨幣となる。 
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複雑にしないためには、剰余価値がすべて蓄積に回されると考えれば、生産資本の循環

は、次のようになる。 

 

P…W’－G’－W’（A, Pm）…P’  

 

                P<P’ 

 

生産資本がヨリ大きな規模で第2循環を開始するということを示している。 

 

 

第３節 貨幣蓄積 

「資本の循環によって逐次生み出される gの総額がGと一緒に・・・機能しうるに至

るまで、資本の循環は何度も反復されなければならない」（新版⑤136㌻、新書版⑤131

ページ） 

 

第４節 準備金 

「貨幣蓄積元本は、循環の攪乱を除くための準備金として役立つ」（新版⑤139㌻、新書

版⑤134ページ） 

生産資本循環の一般的定式：  '''.... PP
P

A
WGGWP

m

  

「生産資本の循環は、古典派経済学が産業資本の循環過程を考察する場合の形態である」

（新版⑤141㌻、新書版⑤136ページ） 

 

 

 


